
基本目標

施策

１次評価　（プロジェクト推進担当課長）

プロジェクト
該当予算
事業数 A B C D

01 安心して住み続けられる地域再生事業 1 1

02 公有財産管理運営事業 26 16 8 1 1

03 教育施設整備事業 1 1

04 コミュニティ・スクール導入促進事業 1 1

05 道路整備・管理事業 3 3

06 公園整備・管理事業 2 2

07 公共下水道事業 1 1

１次評価 継続推進 見直し（要改善） 休止・廃止

プロジェクト
該当予算
事業数 A B C D

01 安心して住み続けられる地域再生事業 1 1

02 公有財産管理運営事業 26 16 8 1 1

03 東大跡地・国立小児病院跡地の検討 1 1

１次評価 継続推進 見直し（要改善） 休止・廃止

２次評価　（施策主管部長）

指標名：

継続推進 目標値の見直し 指標の見直し

二宮町総合戦略評価シート（29年度実績）

安心なくらしを守り、住み続けられる地域をつくる

公共施設の総合的なマネジメントとコンパクトさを活かした暮らしやすいまちづくり

プロジェクト担当課長 企画政策課長

公共施設の総合的マネジメントプロジェクト

公共施設の総延床面積

基準値 H28 H29 H30 H31 目標値

政策担当参事施策主管部長

プロジェクト担当課長 企画政策課長

大規模公有地の有効活用プロジェクト

実施計画事業

平成29年度の
取り組み

成　果

・公共施設再配置・町有地有効活用実施計画を策定した。
・庁舎整備手法調査報告書を作成した。
・公園統廃合計画を策定した。

課　題

①新庁舎の整備
②コミュニティ・スクールの導入準備及び小中一貫教育校の具体的な検討

改善点（課題番号に対応）

①安全・安心で利便性の高い庁舎をスピード感を持ち整備できるよう計画策定を進める。
②一色小学校以外の学校運営協議会の設立に向けた準備を行う。小中一貫教育校は、平成３
０年度に外部有識者を含む「小中一貫教育校推進研究会」で検討を進める。

実施計画事業

平成29年度の
取り組み

成　果

公共施設再配置・町有地有効活用実施計画を策定した。

課　題

①東大果樹園跡地について、平成31年度からの活用に向けた検討が必要。

改善点（課題番号に対応）

①町民ワークショップなどを開催し、町民の意見を聞きながら具体的な検討を進める。

「目標値の見直し」もしくは「指標の見直し」を選んだ場合の見直し案

公共施設再配置・町有地有効活用実施計画が策定されたので、30年度からこれに基づき目標
に向け削減がはじまる。

重要業績評価指標
（KPI）について

67,506㎡以下

達成状況に関する分析

67,824㎡ 67,824㎡67,824㎡

参考資料 ７
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公共施設の総合的マネジメントプロジェクト の成果について

KPI達成に有効であった KPI達成に有効とは言えない

大規模公有地の有効活用プロジェクト の成果について

KPI達成に有効であった KPI達成に有効とは言えない

施策： の成果について

地方創生に非常に効果的であった 地方創生に相当程度効果があった

地方創生に効果があった 地方創生に対して効果がなかった

外部評価　（二宮町総合戦略評価委員会）

地方創生に非常に効果的であった 地方創生に相当程度効果があった

地方創生に効果があった 地方創生に対して効果がなかった

意見

今後の方針　（二宮町総合戦略推進本部）

公共施設の総合的マネジメントプロジェクト の今後の方向性について

拡充 継続推進 見直し（要改善）

休止もしくは中止 終了

大規模公有地の有効活用プロジェクト の今後の方向性について

拡充 継続推進 見直し（要改善）

休止もしくは中止 終了

説明

公共施設再配置・町有地有効活用実施計画が策定され、公共施設再配置の短期の具体的な取
組みが明らかになった。

説明

公共施設再配置・町有地有効活用実施計画が策定され、町有地における短期の具体的な取組
みが明らかになった。

公共施設の総合的なマネジメントとコンパクトさを活かした暮らしやすいまちづくり

各プロジェクトの
今後の方針

○公共施設の総合的マネジメントプロジェクト
・新庁舎整備は、安全・安心で利便性の高い庁舎をスピード感を持ち整備できるよう計画策
定を進める。

○大規模公有地の有効活用プロジェクト
・東大果樹園跡地は、町民の意見を聞きながら、実証実験や管理運営組織の検討を進め、平
成31年度以降の管理運営体制を構築する。
・国立小児病院跡地は、民間活力を活用した土地の活用を検討する。

○共通事項
・町民の幅広い理解を得るため、町の取り組みや進捗情報を分かりやすく発信し、町民への
訴求力を向上させる。

　施策「公共施設の総合的なマネジメントとコンパクトさを活かした暮らしやすいまちづく
り」について、目標達成に向けた進捗は、事業開始前より前進しているがKPI達成状況などは
芳しくないため、施策の一部改善を含め、さらに力強く推進する必要がある。
　公共施設再配置・町有地有効活用実施計画は、計画の進捗が町民にとって見えにくいもの
となっているため、町は、進捗状況を関して、財政的裏付けを踏まえながら、広報紙等の
様々な媒体を活用し、町民に対し積極的に分かりやすい情報提供をする必要がある。また、
計画の推進については、国立小児病院跡地など活用の方向性が見えにくい町有地等に対し
て、疑問の声も上がっていることから、町民の意見を丁寧に聞きながら計画を推進すること
が望ましい。
　KPI「公共施設の総延床面積」の目標値については、数字の変化が見えにくいものとなって
いるため、計画の進捗状況を積極的に情報提供することで、町民の理解を得ることが必要で
ある。

２次評価

事業効果について
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基本目標

施策

１次評価　（プロジェクト推進担当課長）

プロジェクト
該当予算
事業数 A B C D

01 生活支援サービス推進事業 5 4 1

02 社会福祉関係事業 1 1

03 地域福祉支援事業 2 2

04 高齢者生きがい対策事業 1 1

05 地域コミュニティ支援事業 1 1

06 一般介護予防事業 2 1 1

07 障がい者地域生活支援事業 1 1

08 在宅障がい者支援事業 3 3

09 地域医療連携推進事業 2 1 1

１次評価 継続推進 見直し（要改善） 休止・廃止

プロジェクト
該当予算
事業数 A B C D

01 保健サービス推進事業 5 2 3 1

02 一般介護予防事業 2 1 1

03 スポーツ推進団体支援事業 2 2

04 安心して住み続けられる地域再生事業 1 1

05 生活支援サービス推進事業 1 1

１次評価 継続推進 見直し（要改善） 休止・廃止

プロジェクト担当課長 子育て・健康課長

実施計画事業

平成29年度の
取り組み

成　果

未病センターや通いの場などができ、健康や介護予防について考えてもらうきっかけづくり
ができた。
課　題

①各種健診の受診率向上及び啓発
②住民主体による介護予防活動の継続

改善点（課題番号に対応）

みんなで健康づくりプロジェクト

①未受診者への受診勧奨は新たな手法も取り入れるなど、より力強く進めていく。
②介護予防活動は定着しつつあるため、各団体が主体的に運営することで継続性を高める。

実施計画事業

平成29年度の
取り組み

成　果

・緊急対応が必要な高齢者への対応など、支援施策を適切に実施した。
・社協や民生委員等の団体と連携した計画的な地域福祉の推進に取り組んだ。
・地域活動支援交付金の算定基準を見直した。
・高齢者のいきがいや役割づくりを支援した。
・障害のある方やその家族等の生活に必要な支援及び経済的負担軽減を実施した。

課　題

①人口の少子高齢化により支援が必要な方が増える一方で担い手が慢性的に不足する傾向に
ある。一人ひとりの意識啓発と健康づくりなどの取り組みが必要。
②地域活動を行っていく上で地区割りの見直しが必要。

改善点（課題番号に対応）

①担い手の資質向上や活動環境への配慮に取り組む。また、いきがいや役割等、高齢者の意
欲を引き出せるように配慮する。
②地区割りについて地域とともに中長期的な検討・調整を要する。

高齢者がいきいきと暮らせる生活支援プロジェクト

二宮町総合戦略評価シート（29年度実績）

安心なくらしを守り、住み続けられる地域をつくる

誰もが健康でいきいきと暮らせる環境づくり

プロジェクト担当課長 高齢介護課長
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２次評価　（施策主管部長）

指標名：

継続推進 目標値の見直し 指標の見直し

指標名：

継続推進 目標値の見直し 指標の見直し

高齢者がいきいきと暮らせる生活支援プロジェクト の成果について

KPI達成に有効であった KPI達成に有効とは言えない

みんなで健康づくりプロジェクト の成果について

KPI達成に有効であった KPI達成に有効とは言えない

施策： 誰もが健康でいきいきと暮らせる環境づくり の成果について

地方創生に非常に効果的であった 地方創生に相当程度効果があった

地方創生に効果があった 地方創生に対して効果がなかった

外部評価　（二宮町総合戦略評価委員会）

地方創生に非常に効果的であった 地方創生に相当程度効果があった

地方創生に効果があった 地方創生に対して効果がなかった

意見

事業効果について

　施策「誰もが健康でいきいきと暮らせる環境づくり」について、目標達成に向けた進捗
は、事業開始前より前進しているがKPI達成状況などは芳しくないため、施策の一部改善を含
め、さらに力強く推進する必要がある。
　地域の通いの場は、地域の中で高齢者がいきいきと活躍できる場としては評価できるが、
継続的な健康づくりを行うためには、担い手の確保を含めた持続可能な運営方法になるよう
システムを見直すことが求められる。そのためには、地域の誰もが参加しやすいシステムを
構築するとともに、新たな担い手に対しても丁寧な説明を行うことで、互いに理解し合い、
地域全体で支えあう環境づくりに努める必要がある。
　ＫＰＩ「健康寿命」は、施策の効果がすぐに数値に反映されるものではないものの、今後
国や県の妥当な数値の比較を踏まえ、事業の進捗を管理していく必要がある。また、KPI「運
動習慣がある人の割合」は、低下理由やアンケート方法をしっかりと分析した上で、KPIの上
昇に資する事業に取り組む必要がある。

達成状況に関する分析

アンケートの対象者が毎年変わるため、一概には判断できないが、未病センターや通いの場
など、健康寿命を延伸するための事業や、健康増進を推奨する啓発を継続的に推進していく
必要がある。

「目標値の見直し」もしくは「指標の見直し」を選んだ場合の見直し案

説明

未病センターや地域の通いの場ができたことにより、健康づくりや介護予防の取り組みが進
んでいるため、さらに主体性を持って継続させることで健康寿命の延伸を目指す。

説明

健康意識の薄い未受診者へは新たな手法も取り入れるなど、より強力に受診勧奨を行う。ま
た、健康づくり活動が定着しつつある地域団体等においては、継続性を持たせるためにも主
体的な活動の展開を促進させる必要がある。

重要業績評価指標
（KPI）について

目標値

39.5%
H28ｱﾝｹｰﾄ

38.1%
H29ｱﾝｹｰﾄ

41.1%
H30ｱﾝｹｰﾄ

50.0%以上

達成状況に関する分析

健康寿命の数値に反映するには、時間のかかる事業なため、地道に継続的に実施していく必
要がある。

「目標値の見直し」もしくは「指標の見直し」を選んだ場合の見直し案

運動習慣がある人の割合

基準値 H28

２次評価

施策主管部長 健康福祉部長

健康寿命（国保データベース）

基準値 H28 H29 H30 H31

H29 H30 H31

目標値

男:65.9歳
女:67.1歳

男:65.9歳
女:67.1歳

男:65.9歳
女:67.1歳

男：67.0歳
女：68.0歳
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今後の方針　（二宮町総合戦略推進本部）

高齢者がいきいきと暮らせる生活支援プロジェクト の今後の方向性について

拡充 継続推進 見直し（要改善）

休止もしくは中止 終了

みんなで健康づくりプロジェクト の今後の方向性について

拡充 継続推進 見直し（要改善）

休止もしくは中止 終了

各プロジェクトの
今後の方針

○高齢者がいきいきと暮らせる生活支援プロジェクト
・担い手の確保や資質向上を含め、持続可能な運営方法になるよう地域の通いの場のシステ
ムを見直す。
・地域の通いの場に携わる方のいきがいや役割等、意欲を引き出せるように、地域の誰もが
参加しやすい活動環境への配慮に努める。
・地域全体で支え合う環境づくりを目指し、関係者や新たな担い手に対して、理解が得られ
るよう丁寧な説明を行う。

○みんなで健康づくりプロジェクト
・未受診者への受診勧奨について、新たな手法も取り入れるなど、より力強く進めていく。
・介護予防活動は定着しつつあるため、各団体が主体的に運営することで継続性を高める。

○共通事項
・ＫＰＩの達成に向け、低下理由や妥当性等をしっかりと分析し、効果的な施策を推進す
る。
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基本目標

施策

１次評価　（プロジェクト推進担当課長）

プロジェクト
該当予算
事業数 A B C D

01 安心して住み続けられる地域再生事業 2 2

02 地域コミュニティ支援事業 1 1

03 町民活動創出支援事業 1 1

04 住宅ストック管理流通活用事業 1 1

１次評価 継続推進 見直し（要改善） 休止・廃止

２次評価　（施策主管部長）

指標名：

継続推進 目標値の見直し 指標の見直し

みんなで地域コミュニティ再生・活性化プロジェクト の成果について

KPI達成に有効であった KPI達成に有効とは言えない

施策： 地域コミュニティの醸成支援 の成果について

地方創生に非常に効果的であった 地方創生に相当程度効果があった

地方創生に効果があった 地方創生に対して効果がなかった

みんなで地域コミュニティ再生・活性化プロジェクト

実施計画事業

平成29年度の
取り組み

成　果

・今後10年間に実施する具体的内容をまとめた公共施設再配置実施計画を策定した。
・一色小学校区地域再生協議会の活動により、地域の活性化につながった。

課　題

①住宅ストック管理流通活用事業は、要件に合う案件が少なく、執行率が低い。

改善点（課題番号に対応）

①住宅リフォーム助成事業との統合を検討する。

施策主管部長 政策担当参事

地域コミュニティに対する町民の評価（加重平均）

基準値 H28 H29

二宮町総合戦略評価シート（29年度実績）

安心なくらしを守り、住み続けられる地域をつくる

地域コミュニティの醸成支援

プロジェクト担当課長 地域政策課長

H30 H31 目標値

達成状況に関する分析

町民の評価は下がっており、取組みは行っているものの町民にはその姿がよく見えずに、理
解が得られていない状況にあると考えられる。

「目標値の見直し」もしくは「指標の見直し」を選んだ場合の見直し案

２次評価

重要業績評価指標
（KPI）について

0.19
0.20

H29ｱﾝｹｰﾄ
0.13

H30ｱﾝｹｰﾄ
0.50以上

説明

一色小学校区においては、一定程度にぎわいが創出され交流が促進された。
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外部評価　（二宮町総合戦略評価委員会）

地方創生に非常に効果的であった 地方創生に相当程度効果があった

地方創生に効果があった 地方創生に対して効果がなかった

意見

今後の方針　（二宮町総合戦略推進本部）

みんなで地域コミュニティ再生・活性化プロジェクト の今後の方向性について

拡充 継続推進 見直し（要改善）

休止もしくは中止 終了

事業効果について

　施策「地域コミュニティの醸成支援」について、目標達成に向けた進捗は、事業開始前よ
り前進しているがKPI達成状況などは芳しくないため、施策の一部改善を含め、さらに力強く
推進する必要がある。
　一色小学校区地域再生協議会の取り組みは、地域課題の解決に向けた先進的なモデル地区
の活動として評価できるが、予算や担い手の確保などの課題を含めて、持続可能な体制作り
を進める必要がある。また、町は一色小学区の取り組みを町全体に広げるために、町民に対
し積極的に情報提供するとともに、地域をはじめ多様な主体と協力・連携し、安全・安心に
住み続けられるコミュニティの醸成支援をより一層推進することが求められる。
　KPI「地域コミュニティに対する町民の評価（加重平均）」は、低下理由やアンケート方法
をしっかりと分析した上で、地域コミュニティに対する町民の意識醸成や町民主体の地域活
動の促進に有効な事業に取り組む必要がある。

各プロジェクトの
今後の方針

○みんなで地域コミュニティ再生・活性化プロジェクト
・空き家対策については、法律や不動産等の専門家団体と連携しながら、空き家化の防止に
努めるとともに、定住支援の一助として推進していく。
・一色小学校区地域再生協議会の取り組みは、予算や担い手の確保などの課題を含めて、持
続可能な組織となるように体制の見直しを検討する。
・一色小学区の取り組みを町全体に広げるために、町民に対し積極的に情報提供する。
・ＫＰＩの達成に向け、低下理由等をしっかりと分析し、効果的な施策を推進する。
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基本目標

施策

１次評価　（プロジェクト推進担当課長）

プロジェクト
該当予算
事業数 A B C D

01 地域の安全力向上 1 1

02 消防・救急活動事業 7 6 1

03 広域行政推進事業 1 1

04 地域防災支援事業 2 1 1

05 地域コミュニティ支援事業 1 1

06 学校・地域連携事業 1 1

07 防災・危機管理体制強化事業 6 5 1

１次評価 継続推進 見直し（要改善） 休止・廃止

２次評価　（施策主管部長）

指標名：

継続推進 目標値の見直し 指標の見直し

指標名：

継続推進 目標値の見直し 指標の見直し

地域の力で災害に強いまちづくりプロジェクト の成果について

KPI達成に有効であった KPI達成に有効とは言えない

施策： 災害や犯罪に備える地域づくり の成果について

地方創生に非常に効果的であった 地方創生に相当程度効果があった

地方創生に効果があった 地方創生に対して効果がなかった

２次評価

二宮町総合戦略評価シート（29年度実績）

安心なくらしを守り、住み続けられる地域をつくる

災害や犯罪に備える地域づくり

プロジェクト担当課長 防災安全課長

地域の力で災害に強いまちづくりプロジェクト

― 0地区 1地区 20地区策定

施策主管部長 政策総務部長

重要業績評価指標
（KPI）について

地区防災マニュアルの策定

基準値 H28 H29 H30 H31 目標値

達成状況に関する分析

地区長連絡協議会研究会、地区防災指導員及び民生・児童委員を中心に連携を図り、マニュ
アルの策定支援を進めている。１地区については、自主的に先行整備を図り、町が支援を
行った。

「目標値の見直し」もしくは「指標の見直し」を選んだ場合の見直し案

実施計画事業

平成29年度の
取り組み

成　果

・「自主防災組織活動マニュアル作成の手引き」を作成し、地区へ説明及び配布した。
・「避難所運営マニュアル」作成に向け、地域、学校等と避難所運営会議を実施した。
・関係団体との連携のもと、訓練実施を含め危機管理体制の強化に取り組んだ。
・小田原市との合同避難訓練の実施状況確認により、行政間の連携強化を図った。

課　題

①継続的な連携強化とともに、多様化する災害対応について柔軟に対応が必要となる。

改善点（課題番号に対応）

①災害対応の基本的な事項について共通認識を図るとともに、応用力の必要性についても普
及啓発を行う。

防災・減災まちづくりに対する町民の評価（加重平均）

基準値 H28 H29 H30 H31 目標値

0.50以上

説明

地区防災マニュアル等の策定において、地域の自主的な活動が促進され、地域コミュニティ
の醸成に効果がみられる。

達成状況に関する分析

地区防災マニュアル等を地域と共に整備することにより、全町的な防災意識の高揚を図り、
地域防災力の向上につなげて行く。

「目標値の見直し」もしくは「指標の見直し」を選んだ場合の見直し案

0.42
H28ｱﾝｹｰﾄ

0.52
H29ｱﾝｹｰﾄ

0.35
H30ｱﾝｹｰﾄ
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外部評価　（二宮町総合戦略評価委員会）

地方創生に非常に効果的であった 地方創生に相当程度効果があった

地方創生に効果があった 地方創生に対して効果がなかった

意見

今後の方針　（二宮町総合戦略推進本部）

地域の力で災害に強いまちづくりプロジェクト の今後の方向性について

拡充 継続推進 見直し（要改善）

休止もしくは中止 終了

各プロジェクトの
今後の方針

○地域の力で災害に強いまちづくりプロジェクト
・災害対応の基本的な事項について共通認識を図るとともに、応用力の必要性についても普
及啓発を行う。
・地区防災マニュアルの早期策定に向け、引き続き、地域と連携し支援を行っていく。
・災害発生時における、スマートフォンなどのICTを活用した効果的な情報提供・共有化につ
いて手法の研究と導入の検討を行う。
・ＫＰＩの達成に向け、低下理由等をしっかりと分析し、効果的な施策を推進する。

事業効果について

　施策「災害や犯罪に備える地域づくり」について、目標達成に向けた進捗は、事業開始前
より前進しているがKPI達成状況などは芳しくないため、施策の一部改善を含め、さらに力強
く推進する必要がある。
　地区防災マニュアルの策定は、大規模な震災をはじめ、近年多発する風水害被害等に対応
するために早急に策定する必要がある。そのため、町はすでにマニュアルを策定した地域の
取り組み状況を積極的に情報提供するとともに、早期策定に向け、地区防災指導員や民生・
児童委員をはじめ多様な主体と協力・連携し、より一層支援することが求められる。また、
災害発生時を想定し、スマートフォンなどのICTを活用した効果的な情報提供・共有化につい
てもさらに進めることが望ましい。
　KPI「防災・減災まちづくりに対する町民の評価（加重平均）」は、低下理由やアンケート
方法をしっかりと分析した上で、全ての町民が危険や不安を感じることのないような体制づ
くりに取り組む必要がある。
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基本目標

施策

１次評価　（プロジェクト推進担当課長）

プロジェクト
該当予算
事業数 A B C D

01 「にのみやLife」全国展開シティプロモーション事業 1 1

02 広報活動事業 1 1

１次評価 継続推進 見直し（要改善） 休止・廃止

プロジェクト
該当予算
事業数 A B C D

01 住宅ストック管理流通活用事業 1 1

02 住環境向上支援事業 1 1

03 耐震相談・診断事業 1 1

１次評価 継続推進 見直し（要改善） 休止・廃止

プロジェクト
該当予算
事業数 A B C D

実施計画事業 01 同居・近居推進事業 1 1

１次評価 継続推進 見直し（要改善） 休止・廃止

補助制度の活用により、高齢者との同居・近居を促進することができた。
住宅取得1件　補助額500,000円（決定日H29.6.21）
住宅改修1件　補助額300,000円（決定日H30.2.28）

課　題

二宮町総合戦略評価シート（29年度実績）

二宮の強みを活かした魅力あるくらしを提案し、新しい人の流れをつくる

「にのみやLife」の提案と発信

プロジェクト担当課長 地域政策課長

「にのみやLife」プロモーションプロジェクト

プロジェクト担当課長 都市整備課長

実施計画事業

空き家を活用した定住希望実現プロジェクト

実施計画事業

平成29年度の
取り組み

成　果

・町民と連携した移住促進に取り組んだこともあり、平成29年度中の社会移動（転入・転
出）における転入者数が６年ぶりに上回った。

課　題

①広報紙やホームページ、フェイスブックなど、内容の充実を図るとともに、さらに効率的
な情報発信をする必要がある。

改善点（課題番号に対応）

①各課の実施事業について効率的・効果的に発信していくために、情報発信体制の強化及び
職員の発信スキルを高めていく。

プロジェクト担当課長 都市整備課長

平成29年度の
取り組み

成　果

平成29年度の
取り組み

成　果

・住宅リフォーム事業により、住環境向上と地域経済の活性化を図った。
・耐震診断、改修補助事業の実施により耐震化の必要性の啓発、耐震性を向上した。

課　題

①主旨の違いによるリフォーム制度が複数あるため統合が必要である。
②耐震相談・診断事業は、広報やホームページ、地域やイベント等でも周知を図っているものの実績が
伸び悩んでいる。

改善点（課題番号に対応）

①リフォーム制度の統廃合にあたり、手続き等を分かり易く整理する必要がある。
②耐震相談・診断事業は、新たな周知方法を検討するとともに、建築士事務所協会と協議しながら、有
効かつ効率的な運用を検討する。

・要件に合う案件が少なく、執行率が低い。
・申請の手続きが煩雑である。

改善点（課題番号に対応）

主旨の違いによるリフォーム制度が、複数あるため、住宅リフォーム事業との統合を検討す
るとともに申請手続きを見直す。

親・子・孫の同居・近居実現プロジェクト
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２次評価　（施策主管部長）

指標名：

継続推進 目標値の見直し 指標の見直し

指標名：

継続推進 目標値の見直し 指標の見直し

「にのみやLife」プロモーションプロジェクト の成果について

KPI達成に有効であった KPI達成に有効とは言えない

空き家を活用した定住希望実現プロジェクト の成果について

KPI達成に有効であった KPI達成に有効とは言えない

親・子・孫の同居・近居実現プロジェクト の成果について

KPI達成に有効であった KPI達成に有効とは言えない

施策： 「にのみやLife」の提案と発信 の成果について

地方創生に非常に効果的であった 地方創生に相当程度効果があった

地方創生に効果があった 地方創生に対して効果がなかった

外部評価　（二宮町総合戦略評価委員会）

地方創生に非常に効果的であった 地方創生に相当程度効果があった

地方創生に効果があった 地方創生に対して効果がなかった

意見

平成29年度において、町への転入者が転出者を上回った。

説明

空き家バンクへの登録が進まず、空き家の利活用がなかなか進んでいない。

重要業績評価指標
（KPI）について

目標値

- 1件 1件

達成状況に関する分析

・空き家バンクへの登録要件に合致する物件が少ないため件数が増えなかった。

「目標値の見直し」もしくは「指標の見直し」を選んだ場合の見直し案

５件

達成状況に関する分析

引き続き数値は伸びており、すでに目標値に達しているため、見直しが必要。

「目標値の見直し」もしくは「指標の見直し」を選んだ場合の見直し案 基準値の４倍

空き家バンクに登録された空き家（空き地を含む）の利活用件数

基準値 H28 H29 H30 H31

施策主管部長 政策担当参事・都市部長

H31 目標値

「にのみやLife」PRのHPの閲覧数

基準値 H28 H29 H30

基準値の２倍14,451 40,584 46,423

説明

住宅に関する助成制度全般を周知することによって、同居・近居の補助実績につながってい
る。ただし、同居・近居に関するニーズについて改めて、掌握する必要がある。

事業効果について

　施策「『にのみやLife』の提案と発信」について、目標達成に向けた進捗は概ね順調では
あるが、さらなる推進のためには、一部、施策を改善する必要がある。
　シティプロモーション事業は、転入増加などの効果が着実と出ているため、取り組み内容
や費用対効果をしっかりと分析したうえで、町の魅力を積極的に情報提供し、町の認知度及
びイメージのさらなる向上に繋がるように、より一層事業を推進する必要がある。
　また、空き家対策については、不動産事業者等の民間事業者との連携を強めながら、様々
な世代の生活スタイルに応じた定住支援策となるよう、その他の住宅支援策を含めて推し進
めることが望ましい。
　KPI「『にのみやLife』PRのHPの閲覧数」は、目標値を大幅に上回った要因を分析するとと
もに、閲覧者のニーズに応じたHP内容を作成することで、より効果的に推進する必要があ
る。また、KPI「空き家バンクに登録された空き家（空き地を含む）の利活用件数」について
は、空き家の流通・利活用を促進するために、二宮町空家等対策計画に基づき着実に推進す
ることが望ましい。

２次評価

説明
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今後の方針　（二宮町総合戦略推進本部）

指標名：

継続推進 目標値の見直し 指標の見直し

「にのみやLife」プロモーションプロジェクト の今後の方向性について

拡充 継続推進 見直し（要改善）

休止もしくは中止 終了

空き家を活用した定住希望実現プロジェクト の今後の方向性について

拡充 継続推進 見直し（要改善）

休止もしくは中止 終了

親・子・孫の同居・近居実現プロジェクト の今後の方向性について

拡充 継続推進 見直し（要改善）

休止もしくは中止 終了

各プロジェクトの
今後の方針

○「にのみやLife」プロモーションプロジェクト
・目標達成に向けた進捗は概ね順調であるため、これまでの取り組みを分析し、成果を上げ
ている取り組みを引き続き継続する。

○空き家を活用した定住希望実現プロジェクト
・耐震相談・診断事業は、新たな周知方法を検討するとともに、建築士事務所協会と協議し
ながら、有効かつ効率的な運用を検討する。
・空き家対策については、法律や不動産等の専門家団体と連携しながら、空き家化の防止に
努めるとともに、定住支援の一助として推進していく。

○親・子・孫の同居・近居実現プロジェクト
・様々な世代の生活スタイルに応じた定住支援策となるよう、その他の住宅支援策を含めて
推進する。

○共通事項
・ＫＰＩは、目標値を大幅に上回った要因を分析し、より効果的な施策を推進する。

重要業績評価指標
　（KPI）について

「にのみやLife」PRのHPの閲覧数

上記を選んだ理由 目標値に到達したため。

「目標値の見直し」もしくは「指標の見直し」を選んだ場合の変更内容 基準値の４倍
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基本目標

施策

１次評価　（プロジェクト推進担当課長）

プロジェクト
該当予算
事業数 A B C D

01 「にのみやLife」全国展開シティプロモーション事業 1 1

02 観光まちづくり推進事業 1 1

03 緑と花いっぱい推進事業 1 1

04 自然保護事業 1 1

05 「農」のある暮らし推進事業 2 2

06 水産振興事業 1 1

07 生涯学習振興事業 1 1

08 青少年育成支援事業 2 1 1

09 家庭・地域・学校の協力連携事業 1 1

10 文化振興事業 1 1

11 ふるさと教育推進事業 2 2

１次評価 継続推進 見直し（要改善） 休止・廃止

プロジェクト
該当予算
事業数 A B C D

01 安心して住み続けられる地域再生事業 1 1

02 公有財産管理運営事業 2 2

03 公園整備・管理事業 1 1

04 生涯学習振興事業 1 1

05 文化振興事業 1 1

１次評価 継続推進 見直し（要改善） 休止・廃止

今後、ラディアン施設を維持するため、大規模補修を進め、町の中心的な施設として充実を
図る。

みんなの二宮を知ろう・学ぼうプロジェクト

プロジェクト担当課長 生涯学習課長

実施計画事業

生涯学習センター・ラディアンの交流拠点化プロジェクト

二宮町総合戦略評価シート（29年度実績）

二宮の強みを活かした魅力あるくらしを提案し、新しい人の流れをつくる

二宮を知り、二宮に触れ、二宮を体験できる環境づくり

プロジェクト担当課長 生涯学習課長

実施計画事業

平成29年度の
取り組み

成　果

二宮を知り・学んでいただくためのものとして農林水産業、観光、環境・自然・文化等に関
する各種事業を着実に実施している。

課　題

全国展開シティプロモーション事業の展開により、町外者に二宮町の魅力を知っていただく
ことや町民に新たな魅力の発見に努め成果を上げているが、さらなる情報提供やＰＲの強化
が課題である。

改善点（課題番号に対応）

ホームページ・広報紙については、町民の声を反映し随時改善に努める。

平成29年度の
取り組み

成　果

町の文化・交流拠点として維持し、更なる利用促進を図り、ラディアン施設の大規模補修を
行うため、計画を進めている。

課　題

図書館事業の展開や町民へのＰＲ（ＳＮＳの活用）により、利用促進が図られた。また、文
化事業や学習支援は継続し、ラディアン施設のさらなる活用が課題である。

改善点（課題番号に対応）
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２次評価　（施策主管部長）

指標名：

継続推進 目標値の見直し 指標の見直し

指標名：

継続推進 目標値の見直し 指標の見直し

指標名：

継続推進 目標値の見直し 指標の見直し

みんなの二宮を知ろう・学ぼうプロジェクト の成果について

KPI達成に有効であった KPI達成に有効とは言えない

生涯学習センター・ラディアンの交流拠点化プロジェクト の成果について

KPI達成に有効であった KPI達成に有効とは言えない

施策： 二宮を知り、二宮に触れ、二宮を体験できる環境づくり の成果について

地方創生に非常に効果的であった 地方創生に相当程度効果があった

地方創生に効果があった 地方創生に対して効果がなかった

達成状況に関する分析

・満足度について0.01という低い評価であるが、重要度についても最も低い評価である。

「目標値の見直し」もしくは「指標の見直し」を選んだ場合の見直し案 ＫＰＩの削除

２次評価

説明

　移住促進事業をきっかけとして移住した方がいるほか、移住者による新規出店や、移住者
を交えた新たな交流が生まれ、町の活性化に繋がっているため、KPI達成に寄与すると考え
る。

重要業績評価指標
（KPI）について

目標値

0.04 0.08
H29ｱﾝｹｰﾄ

0.01
H30ｱﾝｹｰﾄ

0.50以上

達成状況に関する分析

・人口減少の影響もあり、来館者数は減少傾向にある。

「目標値の見直し」もしくは「指標の見直し」を選んだ場合の見直し案

文化・芸術活動に対する評価（加重平均）

基準値 H28 H29 H30 H31

基準値 H28 H29 H30 H31

213,555人 212,004人 240,000人

施策主管部長 教育部長

生涯センター・ラディアンの施設稼働率

基準値 H28 H29 H30 H31

説明

　ラディアンへのwi-fi設置や、新庁舎建設に伴うラディアン機能見直し検討など、交流拠点
化に向け着実に進んでいるため、KPI達成に寄与すると考える。

54.0% 55.1% 55.2% 60%

達成状況に関する分析

・年度により増減はあるが、稼働率は順調に推移している。

「目標値の見直し」もしくは「指標の見直し」を選んだ場合の見直し案

図書館の来館者数

目標値

217,925人

目標値
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外部評価　（二宮町総合戦略評価委員会）

地方創生に非常に効果的であった 地方創生に相当程度効果があった

地方創生に効果があった 地方創生に対して効果がなかった

意見

今後の方針　（二宮町総合戦略推進本部）

みんなの二宮を知ろう・学ぼうプロジェクト の今後の方向性について

拡充 継続推進 見直し（要改善）

休止もしくは中止 終了

生涯学習センター・ラディアンの交流拠点化プロジェクト の今後の方向性について

拡充 継続推進 見直し（要改善）

休止もしくは中止 終了

各プロジェクトの
今後の方針

○みんなの二宮を知ろう・学ぼうプロジェクト
・町の取り組みを積極的に情報発信し、町内外問わず多くの人々への訴求力を向上させると
ともに、しっかりと意見の聴取を行い施策に反映させる。
・事業のさらなる推進のため、部局の横断的な推進のみならず、民間とも連携・協力に努め
る。

○生涯学習センター・ラディアンの交流拠点化プロジェクト
・ラディアンを町の中心的な施設として充実させるため、施設維持を目的とした大規模補修
を進める。

○共通事項
・ＫＰＩの達成に向け、低下理由等をしっかりと分析し、アンケートの実施方法も含め、Ｋ
ＰＩを検証する。

　施策「二宮を知り、二宮に触れ、二宮を体験できる環境づくり」について、目標達成に向
けた進捗は、事業開始前より前進しているがKPI達成状況などは芳しくないため、施策の一部
改善を含め、さらに力強く推進する必要がある。
　移住促進事業など成果を上げている取り組みについてはしっかりと分析し、効果的な事業
の推進をするとともに、町内外を問わず多くの人々へ積極的に取り組みを情報提供する必要
がある。そのためには、町民や移住者の情報や意見を丁寧に聞き取り、施策に反映すること
が重要である。また、推進にあたっては、部局の横断的な推進のみならず、民間とも連携す
ることで、更なる推進に繋げていくことが望ましい。
　KPI「文化・芸術活動に対する評価（加重平均）」は、満足度及び重要度がともに低い結果
となっているものの、単にKPIの削除ではなく、アンケートの実施方法を含め検討をする必要
がある。また、その他のKPIについても、目標値達成のために、利用者にとって利便性の高い
環境となるよう、工夫する必要がある。

事業効果について
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基本目標

施策

１次評価　（プロジェクト推進担当課長）

プロジェクト
該当予算
事業数 A B C D

01 特色ある学校教育推進事業 2 1 1

02 コミュニティ・スクール導入促進事業 1 1

03 将来を見据えた学校のあり方検討（小中一貫教育） - - - - -

04 支援教育推進事業 1 1

05 教育相談・教育支援室事業 1 1

１次評価 継続推進 見直し（要改善） 休止・廃止

２次評価　（施策主管部長）

指標名：

継続推進 目標値の見直し 指標の見直し

指標名：

継続推進 目標値の見直し 指標の見直し

子どもたちの「生きる力」創造プロジェクト の成果について

KPI達成に有効であった KPI達成に有効とは言えない

施策： 特色ある学校教育による子どもたちの生きる力の育成 の成果について

地方創生に非常に効果的であった 地方創生に相当程度効果があった

地方創生に効果があった 地方創生に対して効果がなかった

２次評価

二宮町総合戦略評価シート（29年度実績）

二宮の強みを活かした魅力あるくらしを提案し、新しい人の流れをつくる

特色ある学校教育による子どもたちの生きる力の育成

プロジェクト担当課長 教育総務課長

子どもたちの「生きる力」創造プロジェクト

57.1% 59.7% 54.2% 70.0%以上

施策主管部長 教育部長

重要業績評価指標
（KPI）について

将来の夢や目標を持っている児童生徒の割合

基準値 H28 H29 H30 H31 目標値

達成状況に関する分析

・KPIは減少傾向にあるが、これは「将来の夢や目標を持っている」という問いに対し「当てはまる」と回答し
た割合であり、「どちらかといえば当てはまる」を含めると、75.5％の児童生徒が「将来の夢や目標を持って
いる」。

「目標値の見直し」もしくは「指標の見直し」を選んだ場合の見直し案 基準値・目標値の見直し

実施計画事業

平成29年度の
取り組み

成　果

・コミュニティ・スクールについて、フォーラムの開催やパンフレットの作成などを行い、
平成30年度の一色小への導入に向けた準備を行った。
・小中一貫教育校導入検討会において、今後の検討にかかる前提条件をまとめた。

課　題

②、③　コミュニティ・スクール、小中一貫教育について、より一層の周知が必要。

改善点（課題番号に対応）

②　ホームページで必要な情報がすぐ取り出せるよう、内容の充実に努める。
③　30年度に立ち上げる外部有識者を含めた研究会では、ホームページへ早めに情報を掲載する。

これからも運動を続けたいと思う児童生徒の割合

基準値 H28 H29 H30 H31

達成状況に関する分析

・これからも運動を続けたいと思う児童生徒の割合は、順調に増加し目標値に到達した。

「目標値の見直し」もしくは「指標の見直し」を選んだ場合の見直し案

目標値

60.1% 67.6% 71.0% 70.0%以上

説明

・一色小学校区地域再生協議会の取り組みとも相まって、コミュニティ・スクール実現に向
け着実に推進しており、一部のKPIについては既に達成している。
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外部評価　（二宮町総合戦略評価委員会）

地方創生に非常に効果的であった 地方創生に相当程度効果があった

地方創生に効果があった 地方創生に対して効果がなかった

意見

今後の方針　（二宮町総合戦略推進本部）

指標名：

継続推進 目標値の見直し 指標の見直し

子どもたちの「生きる力」創造プロジェクト の今後の方向性について

拡充 継続推進 見直し（要改善）

休止もしくは中止 終了

各プロジェクトの
今後の方針 ○子どもたちの「生きる力」創造プロジェクト

・コミュニティ・スクールや小中一貫教育について、町民に対し分かりやすい情報提供を行
うため、ホームページ等の内容の充実に努め、積極的な情報提供を行う。
・コミュニティ・スクールの取り組みに対し積極的な支援を行うとともに、将来を見据えた
学校教育、学校施設のあり方について引き続き検討する
・ＫＰＩの達成に向け、低下理由等をしっかりと分析し、効果的な施策を推進する。

事業効果について

重要業績評価指標
　（KPI）について

将来の夢や目標を持っている児童生徒の割合

上記を選んだ理由 （基準値・目標値の見直し）対象を拡大することで、意向をより反映出来るため

「目標値の見直し」もしくは「指標の見直し」を選んだ場合の変更内容

基準値：児童生徒の割合
（「当てはまる」・「どちらかといえ
ば当てはまる」に回答）
目標値：80％以上

　施策「特色ある学校教育による子どもたちの生きる力の育成」について、目標達成に向け
た進捗は、事業開始前より前進しているがKPI達成状況などは芳しくないため、施策の一部改
善を含め、さらに力強く推進する必要がある。
　一色小学校のコミュニティ・スクールの取り組みを先進的な事例とし、地域とともに子ど
もたちの生きる力を育む環境づくりを、他の4校にも展開していくとともに、町は取り組みに
対する積極的な支援と情報提供をすることが必要である。また、児童生徒が安心して学べる
教育環境をさらに充実させるため、将来を見据えた学校教育、学校施設のあり方について引
き続き検討することが望ましい。
　KPI「将来の夢や目標を持っている児童生徒の割合」は、低下理由をしっかりと分析した上
で、それを踏まえた対策を講じる必要がある。
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基本目標

施策

１次評価　（プロジェクト推進担当課長）

プロジェクト 子ども・子育て家庭への切れ目ない支援実現プロジェクト
該当予算
事業数 A B C D

01 子育て世代包括支援センター 2 2

02 地域医療連携推進事業 1 1

03 要支援児童への対応 1 1

１次評価 継続推進 見直し（要改善） 休止・廃止

プロジェクト
該当予算
事業数 A B C D

01 保育サービス充実事業 3 1 2

02 地域子育て推進事業 1 1

03 地域子育て環境づくり事業 1 1

04 要支援児童への対応 1 1

05 放課後児童対策事業 1 1

06 家庭・地域・学校の協力連携事業 1 1

１次評価 継続推進 見直し（要改善） 休止・廃止

子どもを安心して預けることのできる保育・子どもの居場所づくりプロジェクト

民間保育所整備の実施による保育ニーズに対応する受け皿の確保とともに、子育てサロンや
一時預かりなどの運営方法の検討をする必要がある。

二宮町総合戦略評価シート（29年度実績）

若い世代の結婚・出産・子育ての希望を叶え、子育てを楽しめる環境をつくる

子育て世代を見守り、支えるための妊娠期、出産期、育児期における切れ目ない支援と環境づくり

プロジェクト担当課長 子育て・健康課

成　果

・特に学童保育が保護者運営から民間委託に変更になり、保護者の負担が激減した。

課　題

・増加する保育ニーズへの対応
・保育士、まかせて会員（ファミサポ）の確保
・放課後子ども教室の運営

改善点（課題番号に対応）

実施計画事業

平成29年度の
取り組み

成　果

・にのはぐの開設により支援体制の向上が図られた。

課　題

・出生数は減少しているが、育児不安などの相談件数は増加している。
・家庭事情などにより、長期間の支援が必要な家庭が増加している。

改善点（課題番号に対応）

・専門職の長期配置が必要

プロジェクト担当課長 子育て・健康課長

実施計画事業

平成29年度の
取り組み
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２次評価　（施策主管部長）

指標名：

継続推進 目標値の見直し 指標の見直し

指標名：

継続推進 目標値の見直し 指標の見直し

指標名：

継続推進 目標値の見直し 指標の見直し

子ども・子育て家庭への切れ目ない支援実現プロジェクト の成果について

KPI達成に有効であった KPI達成に有効とは言えない

子どもを安心して預けることのできる保育・子どもの居場所づくりプロジェクト の成果について

KPI達成に有効であった KPI達成に有効とは言えない

施策： の成果について

地方創生に非常に効果的であった 地方創生に相当程度効果があった

地方創生に効果があった 地方創生に対して効果がなかった

年少人口割合は基準値を下回ることなく維持することができている。今後も各プロジェクト
における事業を実施することで、子育て世代から選ばれる子育て環境の整備を進める。

待機児童数に表れている数は、0人に近いが、数字に表れない保育に対するニーズは高いた
め、今後も保育環境を整備していく必要がある。

重要業績評価指標
（KPI）について

目標値

10人 5人 １人 0人

達成状況に関する分析

「目標値の見直し」もしくは「指標の見直し」を選んだ場合の見直し案

10.2%

基準値 H28 H29 H30 H31

10.7% 10.8% 10.7%

「目標値の見直し」もしくは「指標の見直し」を選んだ場合の見直し案

待機児童数

達成状況に関する分析

H29 H30 H31

達成状況に関する分析

アンケート対象者が子育て世帯のみではないため、事業評価として分析するのは困難と考え
る。ただし、すべての町民に事業を理解されるよう努力する必要がある。

H28 目標値

0.18
0.30

H29ｱﾝｹｰﾄ
0.21

H30ｱﾝｹｰﾄ
0.50以上

「目標値の見直し」もしくは「指標の見直し」を選んだ場合の見直し案

年少人口割合

基準値 H28 H29 H30 H31 目標値

説明

現在町は保育ニーズに対応しきれていないため、ニーズに対応する受け皿を確保する必要が
ある。また、より効率的で効果的な事業展開のため、子育てサロンや一時預かりといった事
業についてもあり方を検討する必要がある。

子育て世代を見守り、支えるための妊娠期、出産期、育児期における切れ目ない支援と環境づくり

２次評価

説明

妊娠期から子育て期までの切れ目のない支援は、健全で子育てを楽しめる環境をつくるため
には重要な事業であるが、相談窓口など、事業の周知に力を入れる必要がある。

施策主管部長 健康福祉部長

子育て環境に対する町民の評価（加重平均）

基準値
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外部評価　（二宮町総合戦略評価委員会）

地方創生に非常に効果的であった 地方創生に相当程度効果があった

地方創生に効果があった 地方創生に対して効果がなかった

意見

今後の方針　（二宮町総合戦略推進本部）

子ども・子育て家庭への切れ目ない支援実現プロジェクト

拡充 継続推進 見直し（要改善）

休止もしくは中止 終了

拡充 継続推進 見直し（要改善）

休止もしくは中止 終了

各プロジェクトの
今後の方針

○子ども・子育て家庭への切れ目ない支援実現プロジェクト
・目標達成に向けた進捗は概ね順調であるため、これまでの取り組みを分析し、成果を上げ
ている取り組みを引き続き継続する。

○子どもを安心して預けることのできる保育・子どもの居場所づくりプロジェクト
・目標達成に向けた進捗は概ね順調であるため、これまでの取り組みを分析し、成果を上げ
ている取り組みを引き続き継続する。

○共通事項
・子育て支援策においては、地域の実情やニーズに合わせ、すべての家庭が地域で安心して
子育てできる環境になるよう、有効な支援を行うとともに、その取り組みについても積極的
に情報提供する。
・ＫＰＩの達成に向け、低下理由等をしっかりと分析し、効果的な施策を推進する。

の今後の方向性について

の今後の方向性について

子どもを安心して預けることのできる保育・子どもの居場所づくりプロジェクト

事業効果について

　施策「子育て世代を見守り、支えるための妊娠期、出産期、育児期における切れ目のない
支援と環境づくり」について、目標達成に向けた進捗は概ね順調ではあるが、さらなる推進
のためには、一部、施策を改善する必要がある。
　少子高齢化が進展する中、地域社会を支えるためには活力ある若い世代の人の流れを取り
込むことが重要であるため、子育て支援策においては、地域の実情やニーズに合わせ、すべ
ての家庭が地域で安心して子育てできる環境になるよう、有効な支援を行うとともに、その
取り組みについても積極的に情報提供する必要がある。
　KPI「子育て環境に対する町民の評価（加重平均）」は、低下理由をしっかりと分析した上
で、安心して子育て出来る環境を実現するため、さらに推進する必要がある。
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基本目標

施策

１次評価　（プロジェクト推進担当課長）

プロジェクト
該当予算
事業数 A B C D

01 要支援児童への対応 1 1

02 生涯学習振興事業 1 1

03 中小企業支援事業 1 1

04 人権啓発活動事業 2 2

05 行政改革推進事業 1 1

１次評価 継続推進 見直し（要改善） 休止・廃止

２次評価　（施策主管部長）

指標名：

継続推進 目標値の見直し 指標の見直し

指標名：

継続推進 目標値の見直し 指標の見直し

指標名：

継続推進 目標値の見直し 指標の見直し

実施計画事業

平成29年度の
取り組み

成　果

・男性の育児休業取得促進については、県や関係機関の発行物を活用し、周知・啓発を図る
ことができた。
・社会状況の変化、国や県の計画見直しに対応するため、第2次にのみや男女共同参画プラン
を改定した。

課　題

改善点（課題番号に対応）

二宮町総合戦略評価シート（29年度実績）

若い世代の結婚・出産・子育ての希望を叶え、子育てを楽しめる環境をつくる

子育てと仕事の両立の推進

プロジェクト担当課長 地域政策課長

子育て世代のワーク・ライフ・バランス実現プロジェクト

65.40% ― ― 70.3%以上

施策主管部長 政策担当参事

重要業績評価指標
（KPI）について

女性の就業率（25～44歳）

基準値 H28 H29 H30 H31 目標値

男性の家事・育児時間

基準値 H28 H29 H30 H31 目標値

1時間21分

達成状況に関する分析

「目標値の見直し」もしくは「指標の見直し」を選んだ場合の見直し案

1時間16分
H29アンケート

1時間32分
H30アンケート

2時間以上

達成状況に関する分析

昨年度よりは伸びているが、目標達成にはさらなる啓発が必要。

「目標値の見直し」もしくは「指標の見直し」を選んだ場合の見直し案

達成状況に関する分析

役場男性職員の育児休業取得割合

基準値 H28 H29 H30 H31

すでに目標値に達しているため見直しが必要。

「目標値の見直し」もしくは「指標の見直し」を選んだ場合の見直し案 50%

目標値

0% 10% 12.5% 10%
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の成果について

KPI達成に有効であった KPI達成に有効とは言えない

施策： 子育てと仕事の両立の推進 の成果について

地方創生に非常に効果的であった 地方創生に相当程度効果があった

地方創生に効果があった 地方創生に対して効果がなかった

外部評価　（二宮町総合戦略評価委員会）

地方創生に非常に効果的であった 地方創生に相当程度効果があった

地方創生に効果があった 地方創生に対して効果がなかった

意見

今後の方針　（二宮町総合戦略推進本部）

指標名：

継続推進 目標値の見直し 指標の見直し

子育て世代のワーク・ライフ・バランス実現プロジェクトの今後の方向性について

拡充 継続推進 見直し（要改善）

休止もしくは中止 終了

２次評価

説明

KPIの数値が伸びているため、ある程度の効果があったと考える。

子育て世代のワーク・ライフ・バランス実現プロジェクト

事業効果について

各プロジェクトの
今後の方針

○子育て世代のワーク・ライフ・バランス実現プロジェクト
・目標達成に向けた進捗は概ね順調であるため、これまでの取り組みを分析し、成果を上げ
ている取り組みを引き続き継続する。

　施策「子育てと仕事の両立の推進」について、目標達成に向けた進捗は、事業開始前より
前進しているがKPI達成状況などは芳しくないため、施策の一部改善を含め、さらに力強く推
進する必要がある。
　KPIの数値は伸びてはいるが、子育て世代のワーク・ライフ・バランスを実現するために
は、個人の価値観や生活スタイルに合わせた働き方の実現に必要となる就業支援策をしっか
りと分析する必要がある。また、家庭・地域・企業等へのワーク・ライフ・バランスの普
及・促進に向けた意識啓発は、着実かつ継続的に行う必要がある。

重要業績評価指標
　（KPI）について

役場男性職員の育児休業取得割合

上記を選んだ理由 目標値に到達したため。

「目標値の見直し」もしくは「指標の見直し」を選んだ場合の変更内容 50%
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基本目標

施策

１次評価　（プロジェクト推進担当課長）

プロジェクト
該当予算
事業数 A B C D

実施計画事業 01 商工業振興対策事業 2 2

１次評価 継続推進 見直し（要改善） 休止・廃止

２次評価　（施策主管部長）

指標名：

継続推進 目標値の見直し 指標の見直し

二宮町での起業・開業支援プロジェクト の成果について

KPI達成に有効であった KPI達成に有効とは言えない

施策： 地域にしごとを生み出し、資金を循環させるしくみづくり の成果について

地方創生に非常に効果的であった 地方創生に相当程度効果があった

地方創生に効果があった 地方創生に対して効果がなかった

外部評価　（二宮町総合戦略評価委員会）

地方創生に非常に効果的であった 地方創生に相当程度効果があった

地方創生に効果があった 地方創生に対して効果がなかった

意見

　施策「地域にしごとを生み出し、資金を循環させるしくみづくり」について、目標達成に
向けた進捗は、事業開始前より前進しているがKPI達成状況などは芳しくないため、施策の一
部改善を含め、さらに力強く推進する必要がある。
　商工業振興対策事業は、社会経済情勢の変化やニーズを踏まえた上で、既存の商工業者へ
の支援の強化を図るとともに、創業支援事業計画に基づき、商工会等の関係機関と協力・連
携し、きめ細やかな創業支援を行い、力強く推進することが望ましい。
　KPI「町内起業・開業件数（商工会加入件数）」は、起業・開業の動きをより的確に把握
し、施策の効果を検証するため、廃業件数なども併せたKPIとして設定するなど見直す必要が
ある。

２次評価

― 12件
（加入件数　22件）

8件/累計20件
（加入件数　16件）

説明

・目標値を達成して、効果絶大である。さらに、昨年12月に二宮町創業支援計画を策定し、
支援体制の強化を図っていく。

12件以上（累計）

達成状況に関する分析

・起業・開業のサポートについて、商工会との連携によって、着実に実績が上がっている。

「目標値の見直し」もしくは「指標の見直し」を選んだ場合の見直し案 35件以上

H28 H29 H30 H31 目標値

二宮町総合戦略評価シート（29年度実績）

二宮町で安心して働き、仕事を生み出しやすい環境をつくる

地域にしごとを生み出し、資金を循環させるしくみづくり

プロジェクト担当課長 産業振興課長

事業効果について

二宮町での起業・開業支援プロジェクト

重要業績評価指標
（KPI）について

平成29年度の
取り組み

成　果

創業支援事業計画を策定し、国の認定を受け、関係機関と連携しながら計画を運用

課　題

①関係機関と連携し、積極的なＰＲをする必要がある。
②町独自の支援策を検討する必要がある。

改善点（課題番号に対応）

①ＨＰだけでなく、チラシなどを作成し、関係機関等に配架しＰＲを行う。
②近隣自治体の事例等を参考に効果的な支援策を検討する。

施策主管部長 都市部長

町内起業・開業件数（商工会加入件数）

基準値
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今後の方針　（二宮町総合戦略推進本部）

指標名：

継続推進 目標値の見直し 指標の見直し

二宮町での起業・開業支援プロジェクト の今後の方向性について

拡充 継続推進 見直し（要改善）

休止もしくは中止 終了

各プロジェクトの
今後の方針 ○二宮町での起業・開業支援プロジェクト

・起業・開業支援策は、関係機関と連携し、ホームページを含む様々な手法により積極的に
周知を行う。
・近隣自治体の事例等を参考に効果的な起業・開業支援策を検討する。
・社会経済情勢の変化やニーズを踏まえた上で、創業支援事業計画に基づき、関係機関と協
力・連携し、効果的な起業・開業支援策を検討し、きめ細やかな支援を行う。

重要業績評価指標
　（KPI）について

町内起業・開業件数（商工会加入件数）

上記を選んだ理由 目標値に到達したため。

「目標値の見直し」もしくは「指標の見直し」を選んだ場合の変更内容 35件以上
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基本目標

施策

１次評価　（プロジェクト推進担当課長）

プロジェクト
該当予算
事業数 A B C D

実施計画事業 01 地球環境保全事業 1 1

１次評価 継続推進 見直し（要改善） 休止・廃止

２次評価　（施策主管部長）

指標名：

継続推進 目標値の見直し 指標の見直し

再生可能エネルギー事業の起業支援プロジェクト の成果について

KPI達成に有効であった KPI達成に有効とは言えない

施策： 町の環境を活かした再生可能エネルギーの地産地消等の可能性検討 の成果について

地方創生に非常に効果的であった 地方創生に相当程度効果があった

地方創生に効果があった 地方創生に対して効果がなかった

外部評価　（二宮町総合戦略評価委員会）

地方創生に非常に効果的であった 地方創生に相当程度効果があった

地方創生に効果があった 地方創生に対して効果がなかった

意見

「目標値の見直し」もしくは「指標の見直し」を選んだ場合の見直し案

　施策「町の環境を活かした再生可能エネルギーの地産地消等の可能性検討」について、目
標達成に向けた進捗は、事業開始前より前進しているがKPI達成状況などは芳しくないため、
施策の一部改善を含め、さらに力強く推進する必要がある。
　KPI「再生可能エネルギー事業に関する起業支援策の実現数」は、施策の見直しにより再度
設定されたものであるためまだ実績がでていないが、そもそも施策が基本目標の達成に資す
るものであるか検討する必要がある。また新たなKPIとして設定された支援策を、目標である
31年度までに実現すべく、民間事業者とともに協力・連携し、その取り組みを強力に推進す
ることが望ましい。

目標値

５施策

達成状況に関する分析

・町において導入促進が効果的と考えられる起業支援策を絞り込むことができたが、同時に
KPIの見直しを行ったことにより、評価年度中における起業支援策の実現はできていない。

施策主管部長 都市部長

２次評価

― ― ―

重要業績評価指標
（KPI）について

説明

・再生可能エネルギー事業に関する起業支援策を「実用性」や「実現可能性」の観点から研
究したことで、町において導入促進が効果的と考えられる項目を５つに絞り込めた。

再生可能エネルギー事業に関する起業支援策の実現数

基準値 H28 H29 H30 H31

事業効果について

再生可能エネルギー事業の起業支援プロジェクト

二宮町総合戦略評価シート（29年度実績）

二宮町で安心して働き、仕事を生み出しやすい環境をつくる

町の環境を活かした再生可能エネルギーの地産地消等の可能性検討

プロジェクト担当課長 生活環境課長

平成29年度の
取り組み

成　果

・温暖化対策事業化実施研究会から、二宮町において民間事業者による再生可能エネルギー
事業の導入促進が効果的と考えられる支援策並びに側面的な支援に関する提言に関する報告
を得た。

課　題

①支援策の実現にあたっては、実際に支援策を講じる関係部署等の協力が不可欠。
②再生可能エネルギー利用の基盤づくりとして、温暖化対策に関する普及啓発が必要。

改善点（課題番号に対応）

①関係部署に対し、支援策の実施要請を行い、ヒアリングを通じて課題等を整理する。
②温暖化対策に関する普及啓発を、企業協力を得る等して、継続的に実施する。
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今後の方針　（二宮町総合戦略推進本部）

再生可能エネルギー事業の起業支援プロジェクト の今後の方向性について

拡充 継続推進 見直し（要改善）

休止もしくは中止 終了

各プロジェクトの
今後の方針

○再生可能エネルギー事業の起業支援プロジェクト
・再生可能エネルギー事業に関する起業支援策の実現に向け、関係部署と連携・協力して課
題等を整理し、効果的な推進を図る。また、再生可能エネルギーの利用を促進するための基
盤づくりとして、温暖化対策に関する普及啓発を継続的に行っていく。
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基本目標

施策

１次評価　（プロジェクト推進担当課長）

プロジェクト
該当予算
事業数 A B C D

実施計画事業 01 商工業振興対策事業 2 2

１次評価 継続推進 見直し（要改善） 休止・廃止

プロジェクト
該当予算
事業数 A B C D

01 農業振興事業 1 1

02 遊休・荒廃農地対策事業 1 1

03 特産物普及奨励事業 1 1

１次評価 継続推進 見直し（要改善） 休止・廃止

２次評価　（施策主管部長）

指標名：

継続推進 目標値の見直し 指標の見直し

指標名：

継続推進 目標値の見直し 指標の見直し

達成状況に関する分析

・地道に就農支援を継続した結果、実績につなげることが出来た。

「目標値の見直し」もしくは「指標の見直し」を選んだ場合の見直し案

重要業績評価指標
（KPI）について

目標値

２件 ０件 1件
２件（人）
以上増加

達成状況に関する分析

「目標値の見直し」もしくは「指標の見直し」を選んだ場合の見直し案

農業参入（法人・個人）数

基準値 H28

H31

H29 H30 H31

目標値

5,678人以上5,568人 5,495人 ―

H28 H29 H30

二宮町総合戦略評価シート（29年度実績）

二宮町で安心して働き、仕事を生み出しやすい環境をつくる

身近な地域で働く希望を叶えるための雇用創出

プロジェクト担当課長 産業振興課長

二宮で働きたい人の就業応援プロジェクト

プロジェクト担当課長 産業振興課長

実施計画事業

就農・地産地消応援プロジェクト

都市部長

二宮町における従業者数

基準値

平成29年度の
取り組み

成　果

ハローワーク平塚からの求人情報配架や商工会主催の創業塾のＨＰや広報等での周知を実施

課　題

①町内での雇用ニーズの実態把握が困難
②事業所と就業希望者とのマッチング方法

改善点（課題番号に対応）

①ハローワーク等に二宮町在住者の登録状況の確認を行い、また、当機関からの求人情報
によりニーズを把握する。
②県や近隣自治体と連携し、就職説明会や相談会開催等を検討する。

平成29年度の
取り組み

成　果

・町補助金を活用し、荒廃地の解消が行われた。
・新たにオリーブ商品が二宮ブランドに認定される等、普及奨励を図った。

課　題

①荒廃地対策の補助制度や農地中間管理事業等を更に周知する必要がある。
②オリーブの地域ブランド化確立を図る必要がある。

改善点（課題番号に対応）

①農業委員や関係機関等と連携し、更に制度周知に努める。
②近隣市町や関係機関等と連携し、地域ブランド化の検討を行う。

施策主管部長
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二宮で働きたい人の就業応援プロジェクト の成果について

KPI達成に有効であった KPI達成に有効とは言えない

就農・地産地消応援プロジェクト の成果について

KPI達成に有効であった KPI達成に有効とは言えない

施策： 身近な地域で働く希望を叶えるための雇用創出 の成果について

地方創生に非常に効果的であった 地方創生に相当程度効果があった

地方創生に効果があった 地方創生に対して効果がなかった

外部評価　（二宮町総合戦略評価委員会）

地方創生に非常に効果的であった 地方創生に相当程度効果があった

地方創生に効果があった 地方創生に対して効果がなかった

意見

今後の方針　（二宮町総合戦略推進本部）

二宮で働きたい人の就業応援プロジェクト の今後の方向性について

拡充 継続推進 見直し（要改善）

休止もしくは中止 終了

就農・地産地消応援プロジェクト の今後の方向性について

拡充 継続推進 見直し（要改善）

休止もしくは中止 終了

各プロジェクトの
今後の方針 ○二宮で働きたい人の就業応援プロジェクト

・町内での雇用ニーズの実態を把握するため、ハローワーク等の就業希望者の登録状況や企
業の求人情報によりニーズを確認する。
・事業所と就業希望者とのマッチング方法として、県や近隣自治体と連携した就職説明会や
相談会開催等を検討する。

○就農・地産地消応援プロジェクト
・就農希望者の希望をかなえるために、農業委員や関係機関等と連携し、荒廃地対策の補助
制度や農地中間管理事業等の制度や情報のさらなる周知に努める。
・湘南オリーブの地域ブランド化確立を図るため、近隣市町や関係機関等と連携し検討を行
う。

　施策「身近な地域で働く希望を叶えるための雇用創出」について、目標達成に向けた進捗
は、事業開始前より前進しているがKPI達成状況などは芳しくないため、施策の一部改善を含
め、さらに力強く推進する必要がある。
　身近な場所で働く環境づくりを整えるためには、就業・就農希望者のニーズを踏まえ、商
工会や農業委員会等と協力・連携して、支援策を展開するとともに、十分な制度周知に努め
る必要がある。また、湘南オリーブの事業については、町は取り組み状況を積極的に情報提
供するとともに、将来的に地域資源を活用した創業や新規事業の展開に繋がる可能性のある
湘南オリーブの地域ブランド化に向け、町として積極的に支援をすることが望ましい。

２次評価

説明

町内雇用ニーズの把握が困難などの課題があり、KPIを達成するためには、さらに緻密な事業
展開が必要である。

説明

目標には到達していないが実績を積み上げることができた。今後も継続する必要がある。

事業効果について

28


